




はじめに

　尿路感染症の臨床検査診断には細菌尿の検査が必要で,それには尿中細菌定

量培養がおこなわれる。そして中間あるいはカテーテル尿で尿 1ml あたり菌数

105 以上あれば真の細菌尿として一般に認められており,真の細菌尿か尿道あ

るいは外陰部の常在菌の混在によるものかを区別するのに尿中細菌の定量培養

による菌数計算が重要な役割を果たしている。


